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　会員の皆様方のお取引先やお知り合いで、当所の会員でない
事業所がございましたらぜひご紹介ください。

小千谷商工会議所　☎８１－１３００
新規会員募集中‼

第３回ながおかビジネスマッチング個別商談会	 	 ２
女性会　全国鹿児島大会・臨時総会	 	 ３
クローズアップ「渋沢栄一」		 ４
小千谷商工会議所「会員大会」開催決定！		 ５
地域おこし協力隊牛久保くんのコラム「牛久保はミタ！！」	 	 ６
新潟県の最低賃金額改定のお知らせ	 	 ６

近
代
日
本
資
本
主
義
の
父

（
写
真
：
渋
沢
栄
一
記
念
館
所
蔵
）

渋

沢

栄

一



　去る9月24日(火)に当所において常議員会を
開催し、⑴副会頭選任(案)の同意に関する件、
⑵専務理事選任(案)の同意に関する件、⑶監事
選任(案)の同意に関する件、⑷職員就業規則の
一部改正(案)承認に関する件、⑸臨時職員就業
規則の一部改正(案)承認に関する件、⑹日商会
頭表彰推薦(案)承認に関する件、⑺臨時議員総
会日程(案)承認に関する件についてそれぞれ審
議が行われ、すべての議題について原案どおり
満場一致で可決承認されました。
　今回の常議員会で選任を同意された次期役員
の方々は、10月29日に開催される臨時議員総会
での承認をもって就任が決定します。このたび
の役員議員改選で選出・選任されたすべての次
期役員議員ならびに各部会の正副部会長、そし
て日商会頭表彰受賞者は、会議所だより11月号
に掲載いたします。

９月常議員会

　去る9月19日(木)、アオーレ長岡にて長岡・小千谷・柏
崎・十日町商工会議所主催の「第３回ながおかビジネス
マッチング個別商談会」が開催されました。
　今回は長岡近隣エリアや近県も含めて226社のエント
リーがあり、事前に商談希望企業のマッチングが成立し
た162社よりご参加をいただきました。小千谷からは15社
のエントリーがあり、製造業を中心とした８社の参加と
33件の商談が行われました。商談相手の事前マッチング
により、当日は取引を求める企業との商談が効率的に行
われ、非常に有意義な商談会となりました。
　本事業は商工会議所会員企業限定の全業種対応の無料
個別商談会であり、近隣エリアで取引先を開拓したい企
業、販路開拓したいが規模や業種的に展示会への参加が
難しい企業、商談会や展示会をまずは経験してみたいと
いう企業にはうってつけの事業となっております。来年
度も開催予定ですので、是非奮ってご参加下さい！

第３回ながおかビジネスマッチング個別商談会第３回ながおかビジネスマッチング個別商談会
小千谷の８社で３３件の商談がありました

　去る９月１７日（火）、２６日（木）に当所にて株式会社グ
ローカルマーケティングより講師をお迎えして、「商談力向上
セミナー」を開催し、１５名のご参加をいただきました。
　第１回では講師より展示会で成果を上げる為の手法につい
て、展示会出展前の目標の設定方法や商談をスムーズに進め
る為の顧客ランク設計、トークスクリプト作成などを中心に解
説していただきました。
　第２回では第１回で学んだ内容を実践に移す為のワーク
ショップを行い、それぞれが出展する展示会で成約を取る為
の具体的な手法を実践的に学んでいただきました。
　参加者からは「すぐに実践にフィードバックできる内容で非
常に参考になった」、「組織としてノウハウを共有する仕組み
が勉強になった」、「初めて展示会に出るが、成果を出す為に
必要な事が良く分かった」などのご感想をいただきました。

「商談力向上セミナー」を開催

　この表彰は、管内人口比で昨年度の商工会議所検定
試験の受験者が多い商工会議所を日本商工会議所が表
彰するもので、９月18日開催の日商会員総会にて授賞
式が行われ、全国515会議所の中から当所を含む18会
議所が表彰されました。
　当所では、簿記検定、珠算検定のほか、近年では
ネット検定試験にも力を入れ取組んでおります。ネッ
ト検定試験は、インターネットを介して試験の施行か
ら採点、合否判定までを行う形式の検定試験で、「受
験を希望される方が、好きな時間にいつでも受験でき
る試験」をコンセプトに実施しており、その利便性の
良さから年々受験者が増加しています。また、検定試
験施行のほか、検定試験の合格を目指す「講習会」を
年に数回実施するなど受験者層拡大にも力を入れてお
り、そういった取り組みが評価されたものです。
　なお、当所で施行しているネット検定には、日商
PC（文書作成：Word、データ活用：Excel、プレゼ
ン資料作成：Power Point）のほか、キータッチ2000
テスト、ビジネスキーボード、日商ビジネス英語、簿
記初級、原価計算初級がございます。詳細は当所ホー
ムページからご確認ください。

日商の「検定事業推進表彰」を
受賞しました
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　９月１２日（木）に小千谷商工会議所女性会の令和元年度
臨時総会が開催され、規約の改正ならびに任期満了に伴う役
員改選について審議を行いました。
　規約の改正では、役員の任期について、現在の「１１月１日
から３年後の１０月３１日まで」を「５月１日から２年後の４月
３０日まで」に変更すること、この変更にともない令和２年
４月３０日までの役員は、現役員の全員留任を上程したとこ
ろ、満場一致で可決承認されました。

女性会 「臨時総会」女性会 「臨時総会」

任期：令和元年11月1日～令和2年4月30日

※全員再任
会　長 高 野 邦 子　㈱たかの
副会長 阿 部 佐 織　阿部幸製菓㈱
　〃 水 田 明 子　水田㈱
　〃 髙野千佳子　(同)髙留商店
理　事 片山千恵子　かたやま
　〃 田 中　  薫　㈲田中園
　〃 石 上 康 子　いいこって
監　事 本田真紀子　㈲片貝煙火工業
　〃 関 根 芳 美　社会保険労務士法人せきね事務所

次期役員

　去る9月6日(金)に全国商工会議所女性会連合会(全商女性
連)の全国大会が鹿児島市で開催され、当女性会も参加しま
した。会場となった鹿児島アリーナには全国330女性会より
2,574名が集い、盛大に開幕しました。
　主催者挨拶での藤沢全商女性連会長の「新たな令和の時
代を迎え心新たに、各地域の女性活躍を牽引する女性のリー
ダーとして、また、一人一人が輝く女性経営者団体として、未
来を拓いていく活動と成果を追求していきましょう」という力
強いお言葉が印象的でしたし、全国の女性会会員との交流を
通じて、素晴らしい出会いと感動がありました。
　式典の中で行われた全商女性連表彰で､小千谷女性会は
｢組織強化(会員増強)表彰｣を受賞しました。これは、3年前の
会員数と比較して増加率の高い上位10ヶ所程度の女性会を
表彰するもので､当女性会の会員数が､平成28年度末の37名
から31年度末の46名(現在は45名)と大幅に増加したためです｡
　このたびの受賞により小千谷女性会の今後ますますの発
展が期待されます。

商工会議所女性会の「全国鹿児島大会」
小千谷女性会が表彰されました！

商工会議所女性会の「全国鹿児島大会」
小千谷女性会が表彰されました！

新潟商工会議所女性会の皆さんと一緒に（後方に見えるのは桜島）
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「『
家
』
消
費
の
衰
退
と

　
　
顧
客
生
涯
価
値
創
造
へ
の
転
換
」

日
経
Ｂ
Ｐ
社

「
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
」シ
ニ
ア
エ
デ
ィ
タ
ー

渡
辺　
和
博

　

今
回
も
、
顧
客
生
涯
価
値
（
Ｌ
Ｔ
Ｖ
：
Ｌ
ｉ
ｆ

ｅ 

Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ 

Ｖ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ
）
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
日
、
お
葬
式
な
ど
を
手

掛
け
る
葬
祭
業
の
方
々
と
議
論
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
葬
祭
業
は
、
ほ
か
の
多
く
の
サ
ー
ビ
ス

業
と
違
い
、
こ
れ
か
ら
人
口
が
多
い
世
代
が
対
象

と
な
り
、
市
場
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
で

す
。
た
だ
、
祭
儀
内
容
の
簡
素
化
に
よ
っ
て
、
い

わ
ゆ
る
顧
客
単
価
は
急
落
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
の
１
世
帯
当
た
り
の
平
均
人
数
は
年
々
減

少
を
続
け
、
２
０
１
５
年
の
一
般
世
帯
の
平
均
は

２
・
33
人
。
同
時
に
単
独
世
帯
比
率
は
34
・
６
％

と
、
全
体
の
３
分
の
１
を
超
え
て
さ
ら
に
増
加
す

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
〇
〇
家
」

と
い
う
単
位
で
消
費
さ
れ
て
い
た
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
の
市
場
が
今
後
縮
小
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
家
」
単
位

の
消
費
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
冠
婚
葬
祭
に
関
わ
る
ビ

ジ
ネ
ス
は
ど
の
よ
う
に
生
き
残
っ
て
い
け
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　

従
来
の
葬
祭
業
は
、
葬
儀
の
前
後
に
だ
け
顧
客

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
イ
ベ
ン
ト
業
の
一
種
だ

と
い
え
ま
す
。
こ
れ
を
改
め
、
イ
ベ
ン
ト
の
前
後

に
ず
っ
と
長
く
顧
客
に
価
値
を
提
供
で
き
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
れ
ば
、
イ
ベ
ン
ト
自
体

の
単
価
急
落
と
は
無
関
係
な
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
つ
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
イ
ベ
ン
ト
前
の
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
た

と
き
に
、
自
分
が
生
き
た
証
し
を
残
し
た
い
と
い

う
思
い
を
受
け
止
め
て
回
想
録
の
よ
う
な
本
や
冊

子
を
つ
く
る
こ
と
や
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
に
バ
ラ

バ
ラ
に
な
っ
て
い
る
親
戚
縁
者
を
も
う
一
度
つ
な

ぐ
橋
渡
し
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ

で
放
送
さ
れ
て
い
る『
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
』

の
個
人
版
制
作
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
の
後
で
は
、
定
期
的
な
法
事
を
親
戚
縁

者
が
喜
ん
で
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
旅
行
ツ

ア
ー
と
し
て
企
画
し
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
諸
手
続

き
や
ガ
イ
ド
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

要
す
る
に
、
今
ま
で
提
供
し
て
き
た
サ
ー
ビ
ス

内
容
の
延
長
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
相
手
に
し
て

き
た
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
長
く
幅
広
く
捉
え
、
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
そ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

こ
う
し
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
お
そ
ら
く
Ｉ
Ｔ
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
や

画
像
編
集
と
い
っ
た
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

導
入
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
将
来
的
に

法
事
な
ど
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
結
ん
だ

Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

和
歌
山
県
新
宮
市
の
あ
る
葬
祭
業
者
は
、
地
元

に
あ
る
六
つ
の
お
地
蔵
さ
ま
と
地
元
の
伝
承
物
語

を
ベ
ー
ス
に
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
を
発
案
・
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
子

ど
も
た
ち
を
は
じ
め
多
く
の
住
民
が
紙
コ
ッ
プ
に

入
れ
た
数
千
も
の
小
さ
い
キ
ャ
ン
ド
ル
を
ま
ち
中

に
供
え
、
祖
先
へ
の
祈
り
を
共
有
し
ま
す
。
こ
れ

は
、葬
祭
に
ま
つ
わ
る
顧
客
単
価
の
急
な
低
下
が
、

そ
も
そ
も
祖
先
へ
の
敬
い
と
弔
い
の
気
持
ち
が
廃

れ
て
き
た
こ
と
に
原
因
が
あ
り
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
長
い
目
で
こ
う
し
た
心
を
育
て
て
い
こ
う
と
い

う
狙
い
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。
非
常
に
長
期
を
見

据
え
た
生
涯
顧
客
価
値
を
つ
く
る
試
み
と
も
い
え

ま
す
。

◇
渡
辺　

和
博
／
わ
た
な
べ
・
か
ず
ひ
ろ

　

１
９
８
６
年
筑
波
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
修
士
課

程
修
了
。
同
年
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。
全
国
各
地
の
も

の
づ
く
り
企
業
、
自
治
体
、
地
域
商
社
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
を

取
材
、
地
域
に
持
続
的
に
稼
げ
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
つ
く
る
こ

と
を
テ
ー
マ
に
し
た
著
書
『
地
方
発
ヒ
ッ
ト
を
生
む
逆
算

発
想
の
も
の
づ
く
り
』
が
あ
る
。
全
国
の
商
工
会
議
所
な

ど
で
地
域
活
性
化
や
名
産
品
開
発
を
支
援
す
る
講
演
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。

会報本紙に掲載
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２
０
２
４
年
に
刷
新
さ
れ
る
新
一

万
円
札
の
顔
で
あ
り
、
２
０
２
１
年

放
送
の
大
河
ド
ラ
マ『
青
天
を
衝
け
』

の
主
人
公
・
渋
沢
栄
一
に
今
、
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

渋
沢
栄
一
は
、「
民
間
の
商
人
の

力
を
底
上
げ
し
新
し
い
世
の
中
を
つ

く
る
」
こ
と
を
目
指
し
て
１
８
７
８

年
（
明
治
11
年
）
に
東
京
商
法
会
議

所
（
現
在
の
東
京
商
工
会
議
所
）
を

設
立
し
、
初
代
会
頭
に
就
任
し
ま
し

た
。
生
涯
に
わ
た
り
５
０
０
社
余
り

の
企
業
の
設
立
・
育
成
に
関
わ
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
千
谷
商
工
会
議
所
で
は
、
商
工

会
議
所
の
会
員
と
し
て
今
こ
そ
学
び

た
い
渋
沢
栄
一
を
今
年
度
の
「
会
員

大
会
」
で
採
り
上
げ
ま
す
。

　

今
月
の
会
議
所
だ
よ
り
で
は
、
渋

沢
栄
一
の
生
涯
に
つ
い
て
簡
単
に
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

渋
沢
栄
一
は
、
１
８
４
０
年
（
天

保
11
年
）
３
月
16
日
に
武
蔵
国

血ち
あ
ら
い
じ
ま

洗
島
（
現
在
の
埼
玉
県
深
谷
市
血

洗
島
）
の
豪
農
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。
若
か
り
し
頃
は
、
尊
王

攘
夷
思
想
を
持
ち
、
倒
幕
運
動
を
企

て
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
一
橋
慶
喜
（
後
の
徳
川
慶
喜
）
に

仕
え
ま
し
た
。

　

慶
喜
が
15
代
将
軍
に
な
る
と
、
渋

沢
は
パ
リ
万
博
使
節
団
の
一
員
と
し

て
渡
欧
し
ま
す
。
西
洋
の
近
代
化
や

産
業
の
発
展
を
目
の
当
た
り
に
し
た

渋
沢
は
、
国
力
の
増
強
は
軍
事
や
政

治
で
は
な
く
、
産
業
の
振
興
に
あ
る

こ
と
を
実
感
し
た
の
で
す
。

　

明
治
維
新
後
に
帰
国
し
た
渋
沢

は
、
徳
川
家
と
共
に
移
っ
た
静
岡
で

「
商
法
会
所
」（
日
本
で
初
め
て
の

株
式
会
社
）
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ

が
新
政
府
の
大
隈
重
信
の
目
に
留
ま

り
、
説
得
さ
れ
て
明
治
新
政
府
の
民

部
省
に
入
り
、
日
本
の
産
業
発
展
の

基
盤
整
備
の
た
め
の
様
々
な
改
革
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

官
僚
を
辞
め
た
後
は
実
業
家
へ
と

転
身
し
、
第
一
国
立
銀
行
（
現
在
の

み
ず
ほ
銀
行
）
を
は
じ
め
非
常
に
多

く
の
会
社
の
設
立
に
関
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
渋
沢
は
実
業
界
で
活
躍
で

き
る
優
れ
た
人
材
を
育
成
す
る
た
め

教
育
に
も
力
を
入
れ
、
商
法
講
習
所

（
現
在
の
一
橋
大
学
）
の
設
立
や
女

子
教
育
推
進
の
た
め
日
本
女
子
大
学

校
（
現
在
の
日
本
女
子
大
学
）
の
設

立
な
ど
、
数
多
く
の
教
育
・
社
会
事

業
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
渋
沢
が
重
視
し
た
の
は
、

自
分
の
利
益
よ
り
も
公
の
利
益
を
第

一
と
す
る
こ
と
が
結
局
は
自
分
の
利

益
に
つ
な
が
る
と
い
う
考
え
方
で
し

た
。

　

１
９
１
６
年
（
大
正
５
年
）
に
著

し
た
『
論
語
と
算
盤
』
で
は
「
道
徳

経
済
合
一
説
」
を
説
い
て
い
ま
す
。

渋
沢
は
、幼
少
期
に
学
ん
だ
『
論
語
』

を
拠
り
所
に
倫
理
と
利
益
の
両
立
を

掲
げ
、
経
済
を
発
展
さ
せ
、
利
益
を

独
占
せ
ず
国
全
体
を
豊
か
に
す
る
た

め
富
は
全
体
で
共
有
す
る
も
の
と
し

て
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
を
説
く
と

と
も
に
自
身
も
そ
れ
を
実
践
し
ま
し

た
。

　

渋
沢
栄
一
の
経
営
哲
学
は
、
１
９

３
１
年
（
昭
和
６
年
）
に
彼
が
92
歳

の
生
涯
を
閉
じ
て
か
ら
90
年
近
く

経
っ
た
現
代
に
も
輝
き
を
放
っ
て
い

ま
す
。

　

新
年
１
月
４
日
に
開
催
す
る
小
千

谷
商
工
会
議
所
「
会
員
大
会 

第
一

部 

新
春
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、
渋
沢

栄
一
の
研
究
を
専
門
と
さ
れ
て
い
る

松
本
和
明
氏（
京
都
産
業
大
学
教
授
）

よ
り
詳
し
く
ご
解
説
い
た
だ
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
聴
講
く
だ
さ
い
。

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

渋
沢
栄
一



令和元年度 小千谷商工会議所

【第１部】新春セミナー
参加
無料

一般
入場可

会員大会 開催決定!会員大会 開催決定!
令和２年 1月4日㈯

時　間：午後３時より
会　場：小千谷商工会議所 ３Ｆホール

テーマ：｢近代日本資本主義の父 渋沢栄一に学ぶ」
講　師：京都産業大学 経営学部　教授 松本和明氏

【第２部】新春賀詞交歓会

時　間：午後４時３０分より
会　場：サンプラザ 大ホール
参加費：お一人2,000円
※商工会議所会員ならびに関係団体の方限定
※当日は名刺をご持参ください。名札としても使用します。

令和２年が会員の皆様にとりまして明るく希望に満ちた１年になりますように、
年明け早々ではありますが会員大会を開催します。
渋沢栄一のお話を聴いたあとは、会員同士で新春を寿ぎ交流を深めましょう！

会議所だより１１月号に参加申込書のついたチラシを折り込みます。
詳細・お申し込み方法はチラシをご覧ください。
多くの会員の皆様のご参加をお待ちしております。

おぢや
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　動画製作を頼まれると、面倒くさいと
思われるくらい打ち合せをします。何が
目的か、どこで流すか、誰が見るのか、何
を伝えたいか・・・

　「任せるよ」と返って来ます。でも負けません。私が優秀
な製作者ではなくて、よっぽど頑張らないと人前で流すよ
うな作品が作れないからです。でもモノづくりで頑張るっ
てすごく抽象的です。ただ作業量を増やしても、ただテロッ
プで思いの丈を書き出しても作品がよくなる確証はあり
ません。どうしてもやってみないとわからない。
　だからどういう作品であって欲しいか、誰にどういう風
に見られたいか、軸になる感性の部分が共有出来るまでし
つこく話し合います。技術・演出はもちろん、絵がかっこい
いかの判断は大部分勉強できます。でも何か作りたいと思
う部分はどうしても自分で得なきゃならない。私はこっち
の方がよっぽど感性だと思っています。
　よくわかんないけど動画やってみたい人、一緒にやって
みませんか？人手が足りなくて困っています！

牛久保くんのコラム
地域おこし協力隊

牛久保はミタ！！牛久保はミタ！！
「感性の話し」

おぢや
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パートも！学生アルバイトも！
新潟県最低賃金は
　　　　　時間額 830円に

◯業務改善助成金に関するご相談は
　・新潟労働局　雇用環境・均等室
　　電話：025-288-3528

◯働き方改革推進支援センターの無料相談に関する
　お問い合わせは
　・新潟県働き方改革推進支援センター
　　電話：0120-009-229・025-256-8701

◯最低賃金に関するお問い合わせは
　・新潟労働局労働基準部賃金室
　　電話：025-288-3504
　・各労働基準監督署

　新潟県最低賃金は、従来の時間額803円から
27円引き上げられ、本年10月6日から830円になり
ました。
　新潟県最低賃金は、県内で事業を営む全ての使
用者及びその事業所で働く全ての労働者（臨時、
パート、アルバイト等を含む）に適用されます。
自社の最低賃金額を確認しましょう。
　また、最低賃金引き上げに向けた業務改善助成
金や働き方改革推進支援センターの無料相談制度
も設けられておりますので、ご相談ください。

　

全
国
の
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ

は
、
▲
20
・
０
（
前
月
比
＋
１
・
０

ポ
イ
ン
ト
）。

　

省
力
化
投
資
を
中
心
と
す
る
設
備

投
資
や
都
市
部
の
再
開
発
な
ど
の
民

間
工
事
が
堅
調
な
建
設
業
や
、
家
電

製
品
な
ど
高
額
商
品
を
中
心
に
消
費

税
引
上
げ
前
の
駆
け
込
み
需
要
が
見

ら
れ
た
小
売
業
の
業
況
感
が
改
善
し

た
。
一
方
、
卸
売
業
か
ら
は
台
風
15

号
や
大
雨
の
影
響
に
伴
う
農
産
物
や

飲
食
料
品
の
供
給
不
足
・
価
格
上
昇

に
よ
る
業
況
悪
化
を
指
摘
す
る
声
が

聞
か
れ
た
。
深
刻
な
人
手
不
足
や
原

材
料
費
の
高
止
ま
り
、
米
中
貿
易
摩

擦
や
世
界
経
済
の
先
行
き
不
透
明

感
、
根
強
い
消
費
者
の
節
約
志
向
を

指
摘
す
る
声
は
依
然
と
し
て
多
く
、

中
小
企
業
の
業
況
改
善
に
向
け
た
動

き
は
力
強
さ
を
欠
く
。

　

先
行
き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、
▲
24
・

５
（
今
月
比
▲
４
・
５
ポ
イ
ン
ト
）。

　

個
人
消
費
の
拡
大
や
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
含
む
観
光
需
要
拡
大
へ
の
期
待

感
が
う
か
が
え
る
。
一
方
、
消
費
税

引
上
げ
の
影
響
や
人
手
不
足
の
深
刻

化
、
原
油
価
格
を
含
む
原
材
料
費
の

上
昇
、
コ
ス
ト
増
加
分
の
価
格
転
嫁

の
遅
れ
、
貿
易
摩
擦
の
激
化
や
世
界

経
済
の
動
向
、
日
韓
情
勢
の
行
方
な

ど
不
透
明
感
が
増
す
中
、
中
小
企
業

の
業
況
感
は
慎
重
な
見
方
が
続
く
。

　

北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
全
産
業
の

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
悪
化
。

　

小
売
業
で
は
、
消
費
者
の
節
約
志

向
を
背
景
と
し
た
売
上
の
伸
び
悩
み

に
加
え
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を

中
心
と
し
た
人
手
不
足
の
深
刻
化
か

ら
、
思
う
よ
う
に
売
上
が
伸
ば
せ
な

い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
、
衣
料
品
や

食
料
品
を
中
心
に
業
況
感
が
悪
化
し

た
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、
日

韓
情
勢
の
影
響
が
一
部
見
ら
れ
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
始
め
と
し
た
観
光
需

要
が
伸
び
悩
み
、
宿
泊
業
、
飲
食
業

を
中
心
に
売
上
が
悪
化
し
た
。

CCI−LOBO

商
工
会
議
所
早
期
景
気
観
測

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、改
善
す
る
も
力
強
さ
欠
く

　
　

先
行
き
は
、不
透
明
感
強
く
、慎
重
な
見
方
崩
れ
ず

産業別業況DI（前年同月比）の推移
北陸信越ブロック

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）−
（減少・悪化などの回答割合）実数
値の上昇率を示すものではなく、強
気・弱気などの景気感の相対的な広
がりを意味する。

20

10

0

-10

-20

-30

-40

-50

サービス小売卸売

製造建設

4月 5月 6月 7月 8月 9月

全業種

資金調達についてお悩みはございませんか？

マル経資金融資制度

３つのメリット  ①低金利(R1.10月現在1.21%）
　　　　　　　  ②無担保無保証　③手数料､信用保証料なし

※お申込要件と必要書類等につきましては担当まで
　お問い合わせ下さい（TEL81-1300）。

　マル経資金融資制度とは、小規模事業者の経営改善を目的
として商工会議所の推薦により無担保無保証で日本政策金融
公庫からの融資を申し込める公的融資制度です。資金調達に
お悩みの方はお気軽にお問い合わせ下さい。

会報本紙に掲載



◇武田　双雲／たけだ・そううん
　1975年熊本生まれ。東京理科大学卒業後、NTTに就職。約3年後
に書道家として独立。NHK大河ドラマ「天地人」や世界遺産「平泉」
など、数々の題字を手掛ける。講演活動やメディア出演、著書出版も
多数。2013年度文化庁から文化交流使に任命され、ベトナム・
インドネシアにて、書道ワークショップを開催。15年には、カリフォ
ルニアにて個展開催、17年にはワルシャワ大学にて講演など、世界
各国で活動する。
  公式ブログ「書の力」：http://ameblo.jp/souun/
  公式サイト：http://www.souun.net/、感謝69：http://kansha69.com/

小千谷商工会議所
秋季経済講演会
小千谷商工会議所
秋季経済講演会

詳細・お申し込みは
☎0258-81-1300までご連絡ください｡

開催日 令和元年10月23日㈬
18時30分～

「どうなる日本、
　くらしと地域」

講  師

演  題

立教大学大学院
経済学研究科特任教授

金子　勝 氏

入場
無料

サンプラザ 大ホール会  場

会会 員員 情情 報報
9月末会員数　958

■所在地変更
　㈲石坂工業　（9月9日付）
　　（新）大字千谷丙7-1　（旧）大字千谷甲2751-8

■代表者変更
　㈲石坂工業　（8月20日付）
　　（新）石坂　拓郎　　（旧）石坂　和弘

　㈱小千谷精工　（9月1日付）
　　（新）福原　秀治　　（旧）亀井　明道

代表者の変更や連絡先等の事業所情報に変更が
ございましたら、当所までご連絡くださいます
ようお願い申し上げます｡
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上
を
向
い
て
歩
い
て
ま
す
か
。

空
を
な
が
め
て
ま
す
か
。

宇
宙
を
感
じ
て
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
道
家　

武
田　

双
雲

１
日　

正
副
会
頭
会
議

　
　
　

お
ぢ
や
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全

体
会
議

２
日　

新
潟
県
内
商
工
会
議
所
女
性
会

合
同
研
修
会

３
日　

所
内
運
営
会
議

　
　
　

経
営
相
談
会

　
　
　

事
業
承
継
支
援
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
　
　

初
級
簿
記
講
習
会

５
日　

小
千
谷
鉄
工
電
子
協
同
組
合
野

球
大
会

　
　
　

青
年
部
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ

６
日　

小
千
谷
う
ま
い
も
の
祭

７
日　

女
性
会
役
員
会

　
　
　

小
千
谷
市
議
会
議
員
と
女
性
会

と
の
懇
談
会

　
　
　

初
級
簿
記
講
習
会

８
日　

フ
ー
ド
メ
ッ
セ
出
展
社
事
前
相

談
会

　
　
　

小
千
谷
Ｉ
Ｔ
協
議
会

９
日　

工
業
部
会
視
察
研
修

10
日　

初
級
簿
記
講
習
会

11
日　

指
導
員
研
修
会

　
　
　

知
事
へ
要
望
書
提
出
（
新
潟
県

商
工
会
議
所
連
合
会
）

12
日　

Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ　

Ｏ
Ｊ
Ｉ

Ｙ
Ａ
（
ま
ち
ゼ
ミ
）

15
日　

事
業
承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

　
　
　

事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

初
級
簿
記
講
習
会

16
日　

日
商
委
員
会
→
17
日

　
　
　

女
性
会
い
い
と
こ
巡
り
視
察
研

修
会

17
日　

経
営
指
導
員
資
格
認
定
試
験
対

策
講
座

　
　
　

県
法
連
女
性
部
会
連
絡
協
議
会

合
同
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

税
務
研
修
会

　
　
　
税
理
士
会
と
商
工
会
等
の
懇
談
会

18
日　

常
議
員
会

　
　
　

初
級
簿
記
講
習
会

21
日　

初
級
簿
記
講
習
会

　
　
　

青
年
部
役
員
会

23
日　

秋
季
経
済
講
演
会

24
日　

パ
ソ
コ
ン
定
期
点
検

　
　
　

第
３
回　

市
と
の
経
済
懇
談
会

　
　
　

初
級
簿
記
講
習
会

26
日　
Ｊ
Ｃ
お
ぢ
ゃ
れ
フ
ェ
ス
タ

　
　
　

青
年
部
10
月
例
会

27
日　

珠
算
検
定

28
日　
ブ
ロ
ッ
ク
別
情
報
化
推
進
協
議
会

　
　
　

初
級
簿
記
講
習
会

29
日　

法
人
会
視
察
研
修

　
　
　

臨
時
議
員
総
会

30
日　

県
内
商
工
会
議
所
職
員
研
修
会

31
日　

初
級
簿
記
講
習
会

１
日　

木
曜
会 

視
察
研
修
旅
行

５
日　

正
副
会
頭
会
議

　
　
　

経
営
者
育
成
塾

６
日　

県
連
臨
時
総
会

　
　
　
フ
ー
ド
メ
ッ
セ
in
に
い
が
た
出
展

　
　
　

指
導
員
研
修
会

７
日　

経
営
相
談
会

８
日　

青
年
部
視
察
研
修

11
日　

所
内
運
営
会
議

　
　
　

社
会
保
険
研
究
会
秋
季
事
務
研

修
会

　
　
　

女
性
会
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
講
習
会

12
日　

小
千
谷
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
委
員
会

　
　
　

経
営
者
育
成
塾

13
日　

日
商
委
員
会
→
14
日

　
　
　

納
税
表
彰
式

14
日　

中
越
地
区
指
導
業
務
連
絡
会
議

　
　
　

創
業
塾
第
1
回
目

15
日　

小
千
谷
地
区
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇

談
会　

施
設
見
学

17
日　

簿
記
検
定

19
日　

経
営
者
育
成
塾

21
日　

青
年
部
役
員
会

　
　
　

創
業
塾
第
2
回
目

22
日　

㈱
ニ
ュ
ー
ラ
ッ
キ
ー
役
員
会

23
日　

創
業
塾
第
3
回
目

26
日　

北
陸
信
越
相
談
所
長
会
議

　
　
　

常
議
員
会

　
　
　

経
営
者
育
成
塾

28
日　

創
業
塾
第
4
回
目

会
議
・
行
事
の
予
定	

（
10
月
〜
11
月
）

10
月

11
月

令和元年度 無料経営相談会
　　　　　　　  毎月実施中！
次回開催日：11月７日（木）
講　　　師：今井 進太郎 氏（中小企業診断士)
次々回開催日：12月19日（木）
講　　　師：小松 俊樹 氏（中小企業診断士）
開 催 時 間：いずれも午後１時～午後４時
会　　　場：小千谷商工会議所 ２階　研修室
※事前予約が必要です。小千谷商工会議所☎81-1300

会報本紙に掲載
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